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論 文 内 容 の 要 旨

G ibberellin は,稲の馬鹿苗病菌 (G ibberella fulikuroiW ollenw eber) の代謝産物である｡ G ibberellin

の分離成分である G ibberellin A は植物体に対 し生長促進作用を育 している｡ G ibberellin A の植物体に

対するこの作用は, 多数の研究により, 細胞伸長作用によるといわれているが, 細胞分裂促進作用も認め

ると報告もある｡ 一方動物体の生長に及ぼす G ibberellin の影響に関する研究は少ないが, G ibberellin

A は軟骨細胞に対 して生長促進作用を示し, この作用は軟骨細胞の肥大および分裂促進によるとの報告

がある｡ しかし産湯の発育に及ぼす G ibberellin の影響に関しての研究はいまだほとんどなされていない

ので, 著者は実験動物塵癌の増殖に及ぼす G ibberellin A の影響を検索した｡

実験動物鹿湯は, Sarkom a 180, E hrlich ascites carcinom a 或いは N F Sarkom a を使用した｡ こ

れ らの実験塵場の被移殖 D ･D マウスに, G ibberellin A 700 m g/kg, 70 m g/kg, 7 m g/kg を 1回或い

は連続 して腹腔内, または筋肉内に投与して, 坦癌動物の生存日数, 体重変化, 腰痛の発育状態, 鹿癌細

胞の組織学的検査, 特に分裂細胞数の経時的変化等に及ぼす G ibberellin の影響を中心に研究を行なっ

た ｡

実験結果 :

1) Sarkom a lSO 被移殖動物について :

i ) G ibberellin A 700 m g/kg 連続投与により体重増加率が促進され, 生存日数の短縮が認められ

た ｡

ii) G ibberellin A 700 m g/kg 連続投与は, 腫癌細胞の分裂指数値の増加をもたらし, この分裂指

数値の増加は腫癌細胞の分裂増加をともなっているであろうと推定された｡

iii) 分裂指数値の増加期には比較的小さい細胞の出現増加が認められた｡

iv) G ibberellin A 70m g/kg, 7m g/kg 投与の場合には, 上記のごとき影響は認められなかった｡

Ⅴ) 投与量の如何にかかわらずG ibberellin は異常細胞分裂等にはなんらの影響も及ぼさなかった｡
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2) E hrlich ascites carcinom a, N F Sarkom a 被移殖動物について :

本実験の範囲内では G ibberellin の影響を認め得なかった｡

次に低体温法による癌細胞分裂の in vivo synchronization に G ibberellin がいかなる影響を及ぼす

かを検討するため, Sarkom a 180 を接種したマウスに, G ibberellin A の大量連続投与後, 塵癌細胞の

分裂指数値が増加している時期に 17oC 6 時間の低体温を行なって, 次いで正常体温に復温し, 分裂指数

値の変化を経時的に追求 した｡

i ) 低体温後, 同調分裂をする産湯細胞の分裂指数曲線には少なくとも二つの ピー クが認められる

が, そのピークの間隔は G ibberellin 投与により約 2 時間短縮 した｡

ii) 低体温法により誘起される癌細胞分裂の同調率は G ibberellin 投与によ り或る程度向上した｡

すなわち, 未処理坦癌動物における1.7 % の分裂指数は低体温法に よ り同調 し3.5 % に達 す るが,

G ibberellin 投与下にこれを4 % にまで向上させることができた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

G ibberellin というのは稲の馬鹿苗病菌の代謝産物で, G ibberellin の分離成分である G ibberellin A

は植物体に対し生長促進作用をもっている｡ しかし, 動物体の生長におよぼす G ibberellin の影響はま

だ, よく研究されていない｡ それで著者は実験動物腺癌の増殖におよぼす G ibberellin A の作用を検査

した｡ 実験動物塵癌として Sarkom a 180, E hrlich 腹水癌または N F Sarkom a を使用した (動物は

D . D マウス)0 G ibberellin A の量をいろいろかえて, 1回あるいは連続して腹腔内または筋肉内にあ

たえた｡

結果は Sarkom a 180 では連続投与によって塵癌の発育が促進され, 腺癌細胞の分裂指数値も増加す

る｡ しかし E hrlich 腹水癌や N F Sarkom a では G ibberellin によって, はっきりした影響をうけな

い ｡

なお Sarkom a 180 を用いた場合, G ibberellin によって腺癌細胞の低体温による分裂同調がいくぶん

著明になることも証明された｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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